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草の根リポジトリ活動から見た、
学術情報とリポジトリ
日程：2009年9月7日(月)13:00～17:30
主催：Digital Repository Federation (DRF)、
         独立行政法人物質・材料研究機構
共催：京都大学図書館機構
場所：京都大学附属図書館ライブラリーホール
DRFtech-Kyoto
DRF技術ワークショップ(技術と研究が出会うところは)
Workshop of Application of Repository Infrastructure for eScience and eResearch
----研究成果やデータを永久保存していく活動へ向けて
坂東慶太(Keita Bando, Managing Director of My Open Archive)
   keitabando
@keitabando
① about My Open Archive(MyOA)
② (草の根)活動実績
③ 情報環境を共有するシステム視点
④ 今やっていること、考えていること
① about MyOA
•眠っている学術情報をウェブ上で流通
させるべく立ち上がった非営利団体
•α: 2007/9/20、β: 2008/5/15
•ボランティアスタッフ8名

オープンアクセス
(Open Access, OA)とは
主に学術情報の提供に関して使われる言
葉で、広義には学術情報を，狭義には査
読つき学術雑誌に掲載された論文を，イ
ンターネットを通じて無料で提供するこ
とを指す。インターネットの普及を背景
にして、1990年代後半から広まり始め
た理念および運動である。
機関リポジトリ
研究機関における主な目的
機関の研究成果を自主的に保存・公開す
ることにより、オープン・アクセス化に
寄与すること。
出版されないものや失われやすいもの
（灰色文献。例えば学位論文や研究報告
書類）を確保し保存していくこと。
フルペーパー
ショートペーパー
論文概要
ポジションペーパー
レター(速報)
テクニカルレポート(技術報告) ポスター論文
レジュメ
My Open Archiveプロ
ジェクトは，眠っている学
術情報流通を掘り起こして
もらい，世に流通させるこ
とを目的に立ち上がった。
JOHOKANRI : Vol. 52 
(2009) , No. 4 p.198-206
「情報管理Vol. 52, No. 4, (2009)
「日本のオープンアクセス出版活動の動向解析」林和弘(日本化学会)
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② (草の根)活動実績
• SPARC Japan セミナー
2008 【Open Access 
Day 特別セミナー】
• 毎日新聞 2009年(平成21
年)3月22日(日) 統12版 科
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紅
over 40,000
Partner of Open Access Week(.org)
Host of Open Access Week(.jp)
Thanks DRF :)
③ 情報環境を共有する
システム視点
a.Open Accessとビューワー 
b.Self Archiveingと認証
c.情報共有と著作権
③a. Open Access
を加速させるiPaper
OS: CentOS4.5
Web: Apache2
DB: MySQL5
言語: PHP5
フレームワーク: CakePHP1.1
PDF変換(rsync)
①ファイル取得
②PDF変換①
② scribd連携(HTTP)
③PDF投稿
④SWF取得③
④
Red Hat Enterprise Linux３
OpenOﬃce3
WindowsVista
FlashPaper
Flash変換(HTTP)
③ファイル取得
④SWF変換⑤
⑥
③b. Self Archiving
を加速させるOpenID
③c. 情報共有を
加速させるCC
④ 今やっていること、
考えていること
a. 他言語化
b. junii2/BibTex
c.  Partner
d. EPUB
e. Open Access Week
④a. 他言語化
•Facebook Group 359 friends
• Facebook Page 490 fans
• LinkedIn Group 115 connections
• Twitter 526 followers
④b. junii2/BibTex
• junii2
国立情報学研究所が機関リポジトリの相互運
用性確保のために策定したメタデータ・
フォーマット
• BibTeX
参考文献(参照文献)の一覧の整形に使われる
ツール
④c. Partner
•書類やマイクロフィルム
の電子化および原本の保存
•機関リポジトリ構築
(powerd by DSpace)
• 英文校正
(powerd by Editage)
④d. EPUB
• EPUB
IDPF(International 
Digital Publishing 
Forum)が定めたオー
プンな電子ブック規格
• Google、100万冊以
上のパブリックドメイ
ン書籍をEPUB形式で
公開
④e. Open Access Week
Open Access Day
Open Access Night
Open Access Friday
Thanks
   keitabando
@keitabando

